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１
面 

自
衛
官
候
補
生
入
隊
式
、
連
隊
長
感
謝
状
贈
呈 

２
面 

師
団
統
裁
バ
ト
ラ
戦
闘
訓
練
、
大
阪
学
院
大
学
高
校
の 

 
 
 

生
活
体
験 

３
面 

方
面
隊
統
制
演
習
場
春
季
整
備 

 

連
隊
は
、
４
月
４
日
伊

丹
駐
屯
地
に
お
い
て
自
衛

官
候
補
生
課
程
入
隊
式
を

挙

行

し
、
満

開

の

桜

の

中
、
76
名
の
自
衛
官
候
補

生
が
入
隊
し
た
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
防
止
の
た

め
、
ご
来
賓
の
方
々
を
縮

小
し
て
招
待
し
、
ご
家
族

は
招
待
し
な
い
形
で
実
施

し
た
。
式
で
は
告
達
、
申

告
、
宣
誓
等
を
実
施
し
、

そ
の
後
、
区
隊
旗
授
与
式

及
び
武
器
貸
与
式
が
行
わ

れ
、
自
衛
官
候
補
生
の
表

情
は
よ
り
一
層
引
き
締

ま
っ
た
も
の
に
な
っ
た
。

自
衛
官
候
補
生
は
、
約
３

か
月
間
、
自
衛
官
の
基
礎

を
学
ん
で
い
く
。 

 

連
隊
は
、
２
月
28
日
に
実
施
を

予
定
し
て
い
た
連
隊
創
隊
59
周
年

記
念
行
事
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
中
止

を
決
定
し
た
。 

 

例
年
、
連
隊
創
隊
記
念
行
事
の

際
、
感
謝
状
贈
呈
式
を
執
り
行
っ

て
い
た
が
、
令
和
２
年
度
に
つ
い

て
は
昨
今
の
状
況
を
鑑
み
、
ご
自

宅
を
訪
問
し
て
贈
呈
し
た
。 

◆
感
謝
状
受
賞
団
体
◆ 

◆
感
謝
状
受
賞
者
◆ 
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連
隊
は
、
令
和
３
年
４
月
１
日

か
ら

15
日
ま
で
の
間
、
師
団
が

統
裁
す
る
青
野
ヶ
原
演
習
場
で
実

施
さ
れ
た
令
和
３
年
度
第
１
回
師

団
統
裁
バ
ト
ラ
戦
闘
訓
練
に
参
加

し
た
。 

 
こ
の
訓
練
は
、
バ
ト
ラ
（
※
）

を
活
用
し
た
中
隊
対
抗
方
式
の
訓

練
で
あ
り
、
連
隊
の
代
表
中
隊
と

し
て
攻
撃
部
隊
に
第
５
中
隊
、
防

御
部
隊
に
第
４
中
隊
を
選
抜
、
連
隊
の
威
信
を
か
け
て

戦
闘
を
繰
り
広
げ
た
。 

 

な
お
、
連
隊
は
こ
の
訓
練
の
場
を
活
用
し
、
第
１
次

基
礎
と
な
る
部
隊
の
訓
練
検
閲
を
実
施
し
て
、
第
４
中

隊
及
び
第
５
中
隊
の
教
育
訓
練
の
成
果
を
評
価
判
定
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
進
歩
向
上
を
促
し
た
。 

（
※
）
バ
ト
ラ
（
Ｂ
Ａ
Ｔ
Ｒ
Ａ
）
と
は
、
Ｂ
Ａ
ｔ
ｔ
ｌ

ｅ 

Ｔ
Ｒ
ａ
ｉ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ 

Ａ
ｐ
ｐ
ａ
ｒ
ａ
ｔ
ｕ
ｓ
の

略
（
自
衛
隊
呼
称
）
。
火
器
に
取
り
付
け
た
光
線
発
射

装
置
及
び
身
体
・
車
両
に
装
着
し
た
受
光
部
に
よ
り
、

実
弾
を
使
用
す
る
こ
と
な
く
実
戦
同
様
の
訓
練
を
可
能

に
す
る
器
材
。 

 

連
隊
は
、
４
月
９
日
（
金
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
を
講
じ
つ
つ
、
大
阪
学
院
大
学
高
校
の
生
活
体
験
を

実
施
、
重
迫
撃
砲
中
隊
が
担
任
中
隊
と
な
り
、
基
本
教
練
、

清
掃
、
ベ
ッ
ド
メ
イ
キ
ン
グ
、
ロ
ー
プ
訓
練
を
体
験
し
た
。 

 

以
下
は
参
加
し
た
高
校
生
の

声
「
全
て
の
訓
練
で
、
と
て
も

優
し
く
接
し
て
く
れ
ま
し
た
。

分
か
ら
な
い
こ
と
も
聞
き
や
す

く
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
」

「
テ
キ
パ
キ
し
た
機
敏
な
動
作

や
声
の
張
り
が
す
ご
い
。
さ
す

が
自
衛
隊
と
思
い
ま
し
た
。
」

と
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
受
け

た
様
子
。
今
回
の
生
活
体
験

は
、
高
校
生
を
十
分
に
感
化
、

重
迫
撃
砲
中
隊
の
凛
と
し
た
姿

は
、
彼
ら
の
心
に
鮮
や
か
に
刻

ま
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。 

 

第
５
中
隊
は
、
４
月
９
日
０
時
の
状
況
開
始
に
合
わ

せ
て
、
砲
迫
火
力
に
よ
る
事
前
制
圧
射
撃
を
実
施
、
防

御
部
隊
（
７
連
隊
４
中
隊
）
に
損
耗
を
発
生
さ
せ
た
。

さ
ら
に
積
極
的
に
斥
候
を
潜
入
さ
せ
、
敵
情
の
情
報
収

集
に
努
め
、
当
初
優
位
に
戦
闘
を
進
め
る
か
に
見
え
た

が
、
途
中
、
敵
防
御
部
隊
の
幾
重
に
も
重
な
る
障
害
に 

前
進
を
阻
ま
れ
、
損
耗
を
受
け
た
。
一
時
劣
勢
に
陥
っ

た
第
５
中
隊
で
あ
っ
た
が
、
迂
回
で
攻
撃
前
進
、
防
御

側
に
も
徐
々
に
損
耗
を
与
え
続
け
劣
勢
を
挽
回
、
残
存

勢
力
は
攻
撃
側
、
防
御
側
と
も
拮
抗
し
た
。
夕
頃
、
敵

主
陣
地
に
怒
涛
の
突
撃
を
発
起
、
両
部
隊
の
残
存
率
が

ほ
ぼ
同
率
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
状
況
が
終
了
し
た
。 

 

 

第
４
中
隊
は
、
４
月

12

日
６
時
か
ら
防
御

部
隊
の
状
況
を
開
始
し

た
。
同
日
夜
に
防
御
準

備
を
概
ね
完
成
さ
せ
、

13

日
０
時
か
ら
の
攻

撃
部
隊
（

37

連
隊
２

中
隊
）
の
攻
撃
を
待
ち

構
え
た
。
第
４
中
隊

は
、
対
人
狙
撃
銃
や
対

戦
車
火
器
の
精
密
な
射

撃
で
攻
撃
部
隊
に
損
耗

を
与
え
続
け
、

14

日

10
時
51
分
、
攻
撃
部
隊
側
の
損
耗
率
が
50
％
に
達
し
た

と
こ
ろ
で
状
況
終
了
と
な
っ
た
。 
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連
隊
は
、
４
月
18
日
か
ら
27
日
ま
で
の

間
、
令
和
３
年
度
「
方
面
隊
統
制
あ
い
ば

野
演
習
場
春
季
整
備
」
及
び
「
春
季
長
尾

山
演
習
場
整
備
」
に
参
加
し
た
。 

 

あ
い
ば
野
演
習
場
整
備
に
は
本
部
管
理

中
隊
、
第
１
中
隊
、
第
３
中
隊
及
び
重
迫

撃
砲
中
隊
が
、
長
尾
山
演
習
場
整
備
に

は
、
第
２
中
隊
、
第
４
中
隊
及
び
第
５
中

隊
が
参
加
し
た
。
森
林
や
幹
線
道
路
沿
い

の
整
備
及
び
各
種
訓
練
施
設
の
機
能
回

復
・
維
持
・
向
上
を
図
り
、
示
さ
れ
た
概

成
時
期
ま
で
に
整
備
任
務
を
完
遂
さ
せ
、

本
演
習
場
整
備
の
目
的
に
寄
与
し
た
。 


